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２ 消防施設 （行政管理部 防災安全課） 

（１） 施設概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２） 立地状況 

 

 

 

第６分団器具置場 

第５分団器具置場 

第４分団器具置場 
第３分団器具置場 

第２分団器具置場 

第１分団器具置場 

＜ １.行政系施設 ＞ 

施設類型別ページ改編イメージ（案） 

中規模修繕

（20年目）

大規模改修

（40年目）

中規模修繕

（60年目）
建替え

2027年 2047年

0.2 0.1

2024年 2044年 2064～65年

0.2 0.1 0.4

2025年 2045年 2065～66年

0.2 0.1 0.4

2021年 2041年 2061～62年

0.2 0.1 0.4

2045年 2065年 2025～26年

0.03 0.08 0.1

2035年 2055年

0.09 0.2

土地 建物 保全計画（2066年まで）

面積

（㎡）

所

有

延床面積

（㎡）
建築年度

所

有

運

営
(下段は見込み費用：　単位は億円)

名　称

1 消防団第一分団器具置場 79.3 借地

3 消防団第三分団器具置場 132.0 借地

5 消防団第五分団器具置場 50.0 借地

4 消防団第四分団器具置場 127.2

-

2 消防団第二分団器具置場 125.7 市 79.6 1984年 市 市 -

78.7 1987年 市

市 -

市 -

市 76.2 1981年

79.1 1985年 市

25.0 1985年

市 市 -

2015年 市 市6 消防団第六分団器具置場 170.0 借地 68.4

市

-

市 -

-

第１９回 国立市これからの公共施設の在り方審議会 
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（３） 現状と課題 

・ 第一分団器具置場と第三分団器具置場は、有償借地により設置されています。 

・ 全ての施設において、訓練を行うのに十分な敷地が確保できていません。 

・ 第一分団から第五分団の各器具置場は築後 30 年を経過しており、設備等の改修が必

要です。 

・ 東京都の「首都直下地震等による東京の被害想定」によると、国立市の避難者数は最大

で約 42,000 人と想定されています。適切な規模の備蓄スペースを確保し、計画的な備

蓄を行っていく必要があります。 

（４） 施設利用状況  ＜ 市民利用がある施設のみ ＞ 

施設名称 
年間利用者数（人） 開館日数 

（日/年間） 2022年度 2019年度 2018年度 

1 ○○地域集会所 ******* ***** ****** *** 

2 △△地域集会所 ******* ****** ****** *** 

3           

4           

5           

6           

（５） 工事履歴（130万円以上の工事） 

 

（６） マネジメント方針 

【基本方針１】市民ニーズを捉えた魅力的な施設整備 

・ 安心･安全なまちを実現するため、防災という観点から、公共施設の在り方を検討します。 

【基本方針２】規模・配置の適正化 

・ 消防分団器具置場を更新する際には、他の施設との複合化等について検討します。 

・ 災害時に避難場所となる小中学校を建替える際には、適切な規模の備蓄スペースを確

保します。 

【基本方針３】効果的・効率的な管理運営 

・ 消防分団器具置場の老朽化対策を計画的に行います。 
 

工事費 年度

1 2,341 2011

1,390 1993

8,167 2016

1,545 1993

第三分団外壁等改修工事 8,302 2016

1,545 1994

2,904 2019

第四分団下水道接続工事

第二分団下水道接続工事

第三分団下水道接続工事

第一分団外壁塗装修繕

第二分団外壁等改修工事

第四分団コンクリートブロック塀対策工事

2

3

4

工事件名（一部省略あり） 概　　要


